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調査研究実績 

の概要○○○ 

□学術的背景 

 国内におけるスリランカの建築に関する学術研究は甚だ乏しい。1948年に400余年間の植

民地時代から独立したスリランカにあって、伝統建築とモダニズムの衝突が如何なるプロ

セスと事由で「スリランカにおける建築のモダン・ムーブメント」を切り拓いたのか、と

の国内の建築的知見は皆無であり、国外においても断片的な報告に留まっている。 

本研究ではスリランカ初期近代建築に関する未踏査の領域に着目して、1930年代-60年代に

展開したスリランカにおける建築のモダン・ムーブメントの成立過程を明らかにした。 

 

□現地調査研究実績 

 スリランカの英国からの独立期にシンハラ王統を嗣ぐ「キャンディ様式」を模倣した、

ガスター設計の「トリニティ・カレッジ教会」キャンディ,1935年を調査した。次いで、ポ

スト・コロニアル期のモダニズム建築の初出である「バウルス・ビルディング」に次ぐイ

ギリス人建築家アンドリュー・ボイド設計の「ハロルド・ピエリス邸」キャンディ,1942年

を調査して現所有者のインタビューを得た。 

アジア初のRIBA女性スリランカ人建築家ミネット・デ・シルバ設計の崩壊寸前の住宅「カ

ルナラトネ邸」キャンディ,1950年を記録に納め、その後「イアン・ピエリス邸」コロン

ボ,1952年を調査した。またこの住宅に隣接するデンマーク人建築家ウルリック・プレスナ

ー設計の「J.R.M.ペレーラ邸」コロンボ,1964年を調査してペレーラ氏のインタビューを得

た。コロンボではE.R.＆B.パートナーのバレンタイン・グナセケラ設計の「ジェズイット教

会」1960年を調査した。これらの調査建物は、スリランカの伝統とモダニズムを融合して

島のモダン・ムーブメントを切り拓いた、ジャフリー・バワとウルリック・プレスナー設

計の「イナ邸」に続いていった。 
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調査研究実績 

の概要○○○ 

調査研究は日本建築学会の機関誌「建築雑誌2017年2月号、特集アジア建築家山脈、ス

リランカ編」に本研究の成果として寄稿した。以下、本文の一部を掲載する。 

 
 

成果資料目録 
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編」共著,p14-15,2017年 

 


